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要　旨

三菱電機では，1997年度から2001年度まで経済産業省主

導で実施された�フォトン計測・加工技術�プロジェクトに

参画し，レーザ出力，発振効率，集光性，いずれにも優れ

た完全固体化レーザによる�高エネルギーパルス・高品質

レーザー�の研究開発，及びこの完全固体化レーザを基本

波レーザとして紫外光（４倍高調波）を発生する�高出力波

長変換方式�の研究開発を進めてきた。その結果，パワー

加工と精密加工を両立させるツールとして，赤外から紫外

までの広い波長範囲で高集光・高効率発振が可能な半導体

レーザ（LD：Laser Diode）励起完全固体化レーザを開発し

た。

�高エネルギーパルス・高品質レーザー�の研究開発では，

産業用途に必要なレーザ出力と効率（平均出力１kW，ピ

ーク出力10kW，発振効率23％）を満たしながら，集光ス

ポット径40µmというCO2レーザの物理限界を超える集光

性を実現した。

また，�高出力波長変換方式�の研究開発では，この固体

レーザから出射した赤外レーザ光を波長変換して，固体グ

リーンレーザの１方向世界最高出力217Wを発生させた。

さらに，紫外光発生においては，大阪大学，㈱光学技研と

産学連携チームを組み，このグリーンレーザ光に高品質

CLBO（CsLiB6O10）結晶を用いた波長変換を適用すること

により，固体紫外レーザ（波長266nm）の世界最高出力42W

の発生に成功した。

今後，このプロジェクトの成果を基に，次世代の産業用

レーザ加工ツールを目指した製品化開発を行う予定である。
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光学素子 

「高エネルギーパルス・高品質レーザー」の研究開発 

「フォトン計測・加工技術」プロジェクト（1997～2001年度） 

「高出力波長変換方式」の研究開発 

「高エネルギーパルス・高品質レーザー」の研究開発においては，三菱電機が高ピーク赤外レーザ光の発生を担当した。「高出力波長変換方式」
の研究開発においては，三菱電機，大阪大学，光学技研の産学連携チームを作り，大阪大学が紫外発生用波長変換結晶セシウム・リチウム・ボ
レート（CLBO：CsLiB6O10）の高品質育成方式の開発，光学技研がCLBOの高品質研磨技術の開発，三菱電機は高出力波長変換方式の開発をそ
れぞれ担当した。

「フォトン計測・加工技術」プロジェクトにおける研究開発内容


